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1. 総則  

Advances in Resources Research への投稿に関しては、本執筆要領に従う。  

 

2. 原稿表紙  

原稿表紙には、次の事項を記す。  

（1）原稿の種類。原稿の種類（論文、総説）を記す。  

（2）題名。題名は簡潔にかつ主題を明確にする。  

（3）著者名。著者名を完記する。著者が異なった機関に属する場合、「†1), †2), …」で

氏名の右肩と所属機関の前に付し対応させる。  

（4）著者の所属機関名。機関名と部署名を記す。  

（5）Corresponding Author の Email アドレスを 1 ページ目の脚注に記す。 

（6）論文特集の場合は、特集テーマも記す。  

 

3. 要旨  

要旨は研究の背景、目的、方法、結果、結論を簡潔に示したもので、150～350 語程度で

作成する。  

 

4. キーワード 

キーワードの目的は、文献検索を簡便化することにあり、下記の基準に従ってキーワー

ドを選び、要旨の後に添付する。  

（1）一つのキーワードは 5 語以内とし、事柄、物質名などの名詞とする。  

（2）キーワードは、原則として単数名詞で表現する。  

（3）キーワードは著者が選定する。  

（4）キーワードは編集委員会の判断で変更することがある。  

 

5. 本文  

本文は以下の通りに書く。  
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（1）形式については特に限定しないが、目的や方法、結論を明確にする。例えば、論文

では緒言、方法、結果と考察、結言などのようにする。本文の内容では、常識的な事柄に

ついて冗長な説明や教科書的な内容の記述を避ける。  

（2）章、節および項の区分は、ポイントシステムとする。章には副題を付けることがで

きる。章番号は「1.、2.、･･･」、節番号は「1.1.、1.2.、･･･」、項番号は「1.1.1.、 1.1.2.、･･･」、

とする。それ以上に細分の必要がある場合は、（1）･･････、（2）･･････、のようにするが、

さらなるの細分化を避ける。  

（3）新しい行の始めは、3 文字あける。  

（4）脚注が必要な場合は、文章の段落の右肩に添字で脚注  1）のように表示し、同じペ

ージの下段にまとめ、本文と区別する。  

（5）数式は１行使って次のように括弧内に通し番号を付ける。  

      A + B = C      (1) 

（6）図および表は、必ず本文中で番号を付けて引用するものとする。例えば、図 1 は

「Figure 1」、表 1 は「Table 1」のように明示する。  

（7）図の題名および説明文は、図の下部に書く。表の題名は表の上部に、説明文は表の

下部に書く。  

（8）数量、序数を示す数字はアラビア数字とする。  

（9）単位は SI 単位の使用を原則とする。やむを得ず非 SI 単位を用いる場合は、換算方

法を示す。  

 

6. 参考文献  

私信や未公表・未刊行物などの外部に公表されていないものは、原則として「参考文献」

として認めない。  

（1）参考文献は、本文の該当個所の右肩に [1]、[1,2]、[1-3]のように引用の出現順に通

し番号で示し、本文の末尾にまとめて記載する。  

（2）参考文献の記載は、英文とする。著者名は、姓を先にし、名の頭文字を次に続ける。

3 名以上の共著の場合は、「et al.」を用いる。雑誌の場合、著者名、論文名、雑誌名、年号、

巻数（号数）、開始ページ-終了ページの順で記載する。単行本の場合、著者名、書名、出

版社、出版年を記載し、引用ページを「23-25」のように表記する。電子文献の場合、ウェ

ブサイト著者名、掲載年、題名、URL、アクセス日、の順とする。参考文献の書き方は以

下の例を参照する。  

【例】  

[1] Yanagi, M. Analysis of the path and mode of tourism resources innovation in Japan. 

Geographical Research Bulletin, 2022, 1, 2-13. 
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[2] Cao, C., Lin, M. Present situation and development trend of water drive development 

technology in the oil field: Take China as an example. Advances in Resources Research, 2022, 

2(4), 67-76. 

[3] Hou, X., Zhang, J., Li, C., et al. Analysis of geological characteristics and resources 

potential of the Middle-Upper Proterozoic shale oil and gas: Taking North Hebei Depression in the 

Yanshan area as an example. Advances in Resources Research, 2022, 2(2), 41-54. 

[4] Ito, H., Osawa, S. Momentum and effect of local specialty development in regional 

development: A case study of Samegawa village, Fukushima Prefecture. Journal of Rural Planning 

Association, 2009, Special Issue, 263-268. 

[5] Li, Y. Application of asynchronous injection-production water injection in Dongshengbao 

Buried Hill. Petroleum Geology and Engineering, 2011, 25 (Supplement), 16-17. 

[6] Guo, X. The Development history of world offshore oil. Petroleum Industry Press, 2012, 

33-35. 

[7] RezaeiDoust, A., Puntervold, T., Austad, T. A discussion of the low salinity EOR potential 

for a North Sea sandstone field. SPE-134459-MS, 2010. 

[8] Ling, G. Climate warming leads to “winter wheat moving northward”. Beijing Daily, 

2014-04-16, 17. 

[9] Wang, Z., Cao, G., Bai, Y., et al. Present situation and the prospect of improving oil 

recovery of low permeability reservoirs in China. Special Oil & Gas Reservoirs, Early Publication, 

August 12, 2022. 

[10] Wang, X., Yuan, G., Han, J., et al. Effect of water injection speed on huff and puff effect 

of water injection. Proceedings of the Chinese Congress of  Theoretical and Applied Mechanics, 

628-634, Hangzhou, 2019. 

[11] Sun, S. Adaptability evaluation and scheme design of low salinity water flooding in 

Wuliwan Chang 6 reservoir. China University of Petroleum (Beijing), 2019.  

[12] Liu, X. The economic evaluation of tight oil development under uncertainty: Example of 

development in China. JXIV, 2022-03-28. DOI: 10.51094/jxiv.7. 

[13] Shale Gas Reporter. Range Resources sets record lateral length in Pa. 

http://shalegasreporter.com/news/range-resources-sets-record-lateral-length-pa/60921.html 

(Accessed 2020/11/16). 

 

7. 付録  

付録は、脚注の範囲で処理しきれない時に活用し、本文の後に記す。 付録をつける場合、  

本文中の該当箇所でその旨記載する。また、付録に出てくる図や表は、独立の番号とする。  
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8. 原稿の分量  

原稿の分量は原則として、刷上りで論文 25 ページ以内、総説 30 ページ以内を目安とす

る。  


